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平成１９年度第１回秋田県国土利用計画審議会

司会（鈴木課長） ただいまから平成１９年度第１回秋田県国土利用計画審議会を開催

いたします。暫時、司会を務めさせていただきます、建設交通部建設

管理課の鈴木でございます。どうぞよろしくお願いします。

本日の出席委員は、１２名となっております。

秋田県国土利用計画審議会条例第６条に規定する過半数を超えており

ますので、本日の会議が成立しておりますことを報告いたします。

なお、３名の委員は所要により欠席のご連絡を頂戴してございます。

それでは、次第に従いまして、河辺会長よりごあいさつをお願いいた

します。

河辺会長 会長の河辺です。本日は委員の皆様には大変お忙しい中、秋田県国

土利用計画審議会にご出席いただきまして誠にありがとうございま

す。秋田国体も無事成功裏に終了となり、県の方々も大変なことだっ

たと思いますが、誠にご苦労さまでした。ようやく一息ついたところ

ではないかなあと思います。

さて、本日の審議会は、国土利用計画改定に関する素案についての

検討討議ということになっております。この素案は、７月と９月の２

回にわたって国土利用計画審議会特別委員会が開催され、そこで検討

されてできたものであります。この文章を苦労して作成された県の担

当者は、果たしてこの表現でよいのかと心の中に不安を持っていると

思います。どうぞご出席の委員の方々には、この件に関してのびのび

と自由に意見を出していただきますよう、特段のご支援のほどをお願

い申し上げまして私のあいさつとさせていただきます。ありがとうご

ざいました。

司会 ありがとうございました。続きまして、中山建設交通部長よりあい

さつ申し上げます。

中山部長 建設交通部長の中山でございます。よろしくお願いいたします。

本日は、国土利用計画審議会を開催いたしましたところ、ご多忙中

、 。 、にもかかわらずご出席をいただき 誠にありがとうございます また

委員の皆様におかれましては、県政の推進にご尽力頂き、この場をお

借りして厚く御礼申し上げます。

今回の国土利用計画に絡みまして、現在の秋田県の状況等を説明さ

せていただきます。



2

本県の土地利用に関する状況をみますと、最近では大規模な開発事

業等はなく、土地の取引や開発許可等の件数、面積とも減少傾向が続

いております。また、土地売買の利用目的も、住宅地や商・工業地等

の宅地利用から、山林や資産保有等、開発を伴わない取引が増加して

いるところでございまして、土地利用の転換を伴う需要は弱まってき

ていると考えております。また、最近の地価動向をみますと、対前年

比の平均変動率でございますが、三大都市圏や仙台市のような地方圏

の中心都市においては一部上昇傾向を示してございますけれども、そ

の一方秋田県を含みますその他の地方圏では下落幅が縮小しているも

のの依然として地価の下落が続いている状況にあり、本県も例外では

ない状況になってございます。このような地価の二極化が顕著になる

中でございますが、適正な地価水準を保つためには、地域の魅力を高

めることが必要不可欠でございますので、県民の生活や産業振興の共

通基盤である土地の利用についての基本指針を示します、この国土利

用計画も重要な役割を担うものと考えてございます。

今回の改定でございますが、これまでの開発基調、量的拡大傾向か

ら、既存のストックを有効利用し、秋田県の有する貴重な自然環境や

景観の保全、県民が安全に安心して生活できる環境の確保など県土の

質的な向上を図りながら、限られた資源である土地を次の世代に引き

継いでいくことがポイントとなるものと考えてございます。

これまで委員の皆様方には、７月と９月の２回、農業・林業・土地

・都市・自然保護の各専門分野の委員で構成いたしました特別委員会

での審議において、県計画の改定素案を整理していただきました。本

日は、そのご報告をするとともに、全体会となるこの審議会におきま

して皆様からご意見をいただき、さらに次の段階へ進むためのステッ

プにしたいと考えてございます。限られた時間ではございますが、そ

れぞれのお立場から忌憚のないご意見をいただきますようお願い申し

。 。上げ開会のあいさつといたします 本日はよろしくお願いいたします

司会 それでは議事に入ります前に、今年度１回目の会議でございますの

で、本日ご出席の委員の皆様をご紹介いたします。

はじめに、先ほどごあいさつを頂きました河辺委員でございます。木

村一男委員でございます。関委員でございます。高久委員でございま

す。井上委員でございます。神部委員でございます。鈴木委員でござ

。 。 。 、います 金子委員でございます 宍戸委員でございます 宍戸委員は

言論分野における委員でありました前川委員がご都合により退任され

たことに伴い、今年５月より委員をお願いしております。石山委員で

ございます。上村委員でございます。梅森委員でございます。
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それでは、議事に進ませていただきます。国土利用計画審議会条例第

６条により、会長が審議会の議長となる旨規定されておりますので、

議事進行は河辺会長にお願いしたいと思います。よろしくお願いしま

す。

議長（河辺会長） それでは、議事を進行いたします。本題に入ります前に、本日の議

事録に関する署名人を上村レイ子委員にお願いしたいと思いますので

よろしくお願いします。

それでは、議事を進めます （１）特別委員会の開催及び審議概要。

に関する報告について、事務局より説明してください。

事務局（七尾） はい。私、七尾と申します。よろしくお願いいたします。

ただいまから特別委員会の報告などを行います。はじめに、資料の確

認をさせていただきます。皆様には先週既にお送りさせていただいて

おりますが、念のため確認いたします。資料１は秋田県国土利用計画

（第四次 （素案 、資料２は秋田県国土利用計画（第四次）現行計画） ）

と改定（素案）の対照、資料３は県土利用に関する基本的考え方、資

料４は利用区分別面積資料、資料５は国土利用計画審議会特別委員会

審議概要、資料６は国土利用計画改定に関する経緯というものでござ

います。そのほか、参考資料といたしまして関係法令を集約したもの

を配布しております。

それでは、資料５を御覧いただきたいと思います。

国土利用計画の改定作業を進めるにあたり、昨年度の審議会におき

まして、小委員会となる特別委員会の設置を説明いたしました。特別

委員会は今年の７月と９月に２回開催しております。委員でございま

すけれども、ここにいらっしゃる河辺会長をはじめ、木村一男委員、

関委員、井上委員、木村一裕委員の５名でございます。

１回目は、７月２６日に行いましたけれども、内容的には今日配布

、 「 」している資料でいきますと 資料３ 県土利用に関する基本的考え方

を中心にご審議いただきました。第２回目は、資料２「現行計画と改

定素案の対照」及び資料４「利用区分別面積資料」のうち、後半の第

四次計画の規模の目標についてご審議いただきました。

特別委員会の内容についてお話ししますが、計２回の審議概要を要

約したものが資料５となっており、事務局で示したいわゆるたたき台

に対して委員の皆様からご意見をいただき、内容の修正等を行ってき

ました。例えば、資料５の３ページでございますが、牧畜など放牧地

の未利用地が多くなっているとの意見を踏まえ、採草放牧地に関する
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土地利用の記述を加えたり、耕作放棄地の増加が著しいことから、そ

れに対する文言を計画に盛り込むべきとのご意見を反映するなどして

おります。

また ５ページからは第２回特別委員会の要旨でございます ６ペー、 。

ジからいただいた意見をどのように整理したのかを、まとめておりま

す。例えば、改定素案の中で 「物質循環」というような表現を用い、

ておりましたけれども、これが専門用語にとらえられがちとのご意見

をいただき、表現を訂正しました。また、第１回目でもご意見があり

ましたが、牧畜に関する飼料自給率という表現や、農地が持つ保水等

の水源かん養機能や県土保全機能など多面的な機能について、森林と

同様に記述すべきとのご意見をいただき書き加えております。

７ページに移りまして、県土利用の総合的なマネジメントという言

葉を使っておりますけれども、新たな土地利用の基本方針の文言につ

いて少し工夫すべきではないかとのご意見をいただきましたので、事

務局として再考いたしまして整理をしております。

以上のような審議過程を経て、本日の改定素案他関係資料を整理して

参りましたことをご報告いたします。

議長 ありがとうございます。ただいまは特別委員会の審議状況について

の説明でしたが、審議結果も踏まえた上で、次の議題である国土利用

計画の改定素案を整理されているものと思いますので、ただいまの件

も含めて、質疑は後で一括して行うこととします。

それでは 次の議題に進みます ２ 秋田県国土利用計画改定 素、 。（ ） （

案）についてとなっておりますが、これについて事務局より説明して

、 。いただきたいと思いますけれども 私の方から一言お願いいたします

私も特別委員会で見てきましたけれども、非常に具体性がないために

わかりにくいんです。そのため、一言、その切り口の一つとして考え

ていただきたいこととして、使われている語句で意味がわからないも

、 、のや表現が気になるところ こういうところはどんどん確認するなど

そこらへんを考えながら進めたいと思いますので、よろしくお願いし

ます。

、 。事務局（佐藤） それでは 私の方から改定素案についてご説明させていただきます

はじめに資料３を御覧ください。国土利用計画の改定を検討するにあ

たりまして、現状の認識と県土利用における諸課題、計画改定の方向

を整理した資料となっております。要点についてご説明いたします。

１ページをお開きください。現行の第三次計画では、県土利用の基本

方針となる柱として、一つとして土地需要の量的調整、もう一つとし
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て県土利用の質的向上を図る、この２つを掲げておりまして、これに

対する現状を整理しております。土地需要の量的調整については、宅

地や商業地、公共施設等の郊外拡散、市街地の空洞化と空き地・空き

家等の増加、農用地等の耕作放棄地の増加などが進んできております

が、開発による土地利用転換は減少の傾向にあります。２ページに移

りまして、県土利用の質的向上の観点につきましては、諸事情により

、 、災害対策が進まないこと 想定外の大規模な災害等の発生などを受け

予防や危険周知などのソフト的な対策への取り組みが進められている

こと、自然環境の体系的な保全の取り組みや本県における水と緑の条

例、同基本計画の制定などの状況変化が見られます。７ページを御覧

ください。県土利用に関係する社会的な変化を整理しますと、人口等

の加速度的な減少により土地の利用に影響を及ぼすこと、８ページ、

産業の動向も土地の利用に密接な係わりがありますが、産業等の低迷

や第１次産業就業者の減少、９ページ、市町村合併の進展による行政

区域の拡大とそれに伴う都市計画や農業振興地域など土地利用の再編

の動き、１０ページ、あきた２１総合計画でも提言しているところで

ありますが、ＮＰＯやボランティアなど様々な主体による活動の活発

化、新たな公としての位置づけ、そして関連する諸制度、法令の見直

し、都市計画に関する改正、住宅に関しての問題、まちづくりに関す

る法改正、環境、景観に関する法整備などを見極める必要があり、こ

うした社会的な変化を踏まえた計画の改定が必要であるものとして検

討してまいりました。１４ページを御覧ください。土地利用をとりま

く様々な社会的変化や現状における諸課題を踏まえ、秋田県国土利用

計画の見直しを行うにあたり、新計画では基本的な考え方を次のよう

に整理しました。第１に、人口減少や高齢化が進む中で、空き地や空

き家、農地の耕作放棄地が増えるなど、土地の管理水準が低下し、安

全性や環境に影響を及ぼすことが懸念されることから、土地を利用す

るにあたっては、安全・安心、循環と共生の重視、美しさ・ゆとりな

ど質的な向上を図ることを第一前提として考えることとし、特に都市

的な土地利用のため開発による土地利用転換が必要な場合も、低未利

用地など既に有するストックを有効利用することを基本とすることが

必要であると考えております。また、例えば、農地の耕作放棄地等に

ついても、周辺状況を見ながら、森林として、農山漁村の地域活性化

施設用地として、または所有者以外の人への提供やボランティアによ

る維持管理、体験農園など、地域や集落、様々な人々の独自の取り組

みを通して再利用を促進するなど、県土の有効利用を図ることが必要

となります。こうした利用の調整や多様な人々の関わりなどは、従来

の開発許可規制や地域指定などによる量的な調整だけでなく、もっと
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総合的に、能動的に県土を管理していく姿勢が必要であると考えてお

ります。このため、農地や森林、宅地などの面積推移により土地利用

現況を把握するだけでなく、質的にどのように変化しているのか、様

々な視点から見た指標を活用しながら計画の進捗を把握・点検するな

ど、県土利用の総合的なマネジメントを行っていくことを新たな方針

として加え、次世代に引き継ぐことのできる持続可能な県土管理を目

指すこととしております。

資料２をお願いいたします。現行計画と改定素案の対照という資料

でございます。改定素案について現行計画と対比する形で資料を作成

しておりますので、主な部分を説明いたします。

。 、 、４ページをお願いいたします 第１ 県土利用の現状と課題ですが

１の概要から２、３、４の類型別の現状と推移については、現況調査

、 。の結果に基づきまして 内容の見直しや数値の置き換えをしています

８ページをお願いいたします。５の県土利用における諸課題という

ところですが、現行計画では、次のページの基本構想の冒頭に示され

ていた部分ですが、ここに県土利用における諸課題を整理しました。

県土利用における課題の認識は、土地需要の量的な調整や、県土の質

的な向上を図ることなど第三次計画の基本方針から引き継ぐ視点、１

０ページでは、能動的に県土管理を行う必要があること、以上の３点

を整理しています。

１２ページを御覧ください。第２、県土利用の基本構想の部分は、

県土における基本的な指針を示す部分となっております。１の県土利

、 、 。用の基本方針では 前提となる考え方を整理し 記述を修正しました

全国計画を基本とすることが国土利用計画法の求めでもありますの

で、現在提示されている全国計画の素案を基本として、記載内容の整

合を図るため訂正した部分もございます。なお、人口減少等が進み、

土地利用転換の圧力が低下している状況を、県土利用の質的な向上を

より一層積極的に推進する好機ととらえ、県土をよりよい状態で次世

代へ引き継ぐ、持続可能な県土管理を行うため、県土利用の質的向上

の視点を、基本方針の１番目に掲げております。

１４ページをお願いいたします。県土利用の質的向上という項目、

アの安全で安心できる県土利用につきましては、災害対策として防災

の他、減災の考え方も踏まえた県土の安全性の向上、農業用水利施設

などの適正な管理保全について追加しています。イの循環と共生を重

視する県土利用では、タイトル及び記述内容を全国計画の素案で示さ

れた表現にそろえ、地球環境問題への対応と自然再生推進法等の施行

、 、 。から 自然の保全だけではなく 再生についての記述を追加しました

、 、ウの美しくゆとりある県土利用につきましては 都市景観・街並みや
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里地・里山・農山漁村の風景など身近な空間における景観保全、秋田

が有しております豊かな水と緑の環境の確保などの観点について、追

加しております。

（２）県土の有効利用と土地需要の量的調整については、低未利用

地の有効利用を促進し、なおかつ、土地利用の転換をできるだけ抑制

することを基本とした考え方を整理し直しております。都市的土地利

用にあっては、コンパクトなまちづくりへの方向を重視し、低未利用

地の有効利用、都市機能の集約、街並みの再生等について追加してお

ります。自然的土地利用にあっては、農林業等の生産活動と環境との

共生を重視し、語句の修正や、耕作放棄地の発生防止と適正な利用に

ついて追加しております。

１６ページをお願いいたします （３）県土利用の総合的なマネジ。

メントについては、新たな記述となっております。特に、県や市町村

が担う公的な役割、土地所有者が行うべき適切な管理だけでなく、地

域住民やボランティアによる直接的な県土管理への参加、地産地消や

緑化活動への募金などを通して間接的に県土管理につながる取り組み

など、多様な主体の参画・連携という表現で記述しております。

１６ページの中段からは、２、地域類型別の県土利用の基本方向と

なっております。国土利用計画の中では大括りの地域類型として、都

市、農山漁村、自然維持地域と大きくタイプを分けております。特に

県土利用の総合的なマネジメントに関連してきますが、それぞれの適

、 、切な配置と組み合わせを考慮しながら それぞれ個別に機能を分担し

または交流や連携を深めることで土地利用転換を抑制するなど、双方

向的につながりを考慮することが必要であることから前文として追加

し、さらにそれぞれの地域区分においても追加しております。都市に

、 、 、ついては ここでもコンパクトな都市の形成 低未利用地の有効利用

土地利用転換の抑制を基本とすることなど、その基本方向を見直しし

ています。１８ページをお願いいたします。農山漁村については、住

民の生活や農林水産業の展開の場であるというだけでなく、豊かな自

然環境や美しい景観等公益的機能を有する、県民共有の財産であると

いう基本認識を示し、多様な主体の参画等によりこれまで有している

資源の適切な管理を行うことなどを追加しております。自然維持地域

については、保全の対象となる区域の配置や連続性を確保すること、

失われた自然の再生、それらの検証に必要な調査の推進とデータの整

備等について、記述を追加しております。

３から利用区分別の県土利用の基本方向となっておりますが、利用

区分別の県土利用の基本方向については、計画の形式上、農用地や森

林などの利用区分別の縦割りにせざるを得ませんが、個別にとらえる
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だけでなく、安全・安心、循環と共生の重視、美しさなど、県土利用

の質的向上の視点から、区分横断的にとらえながら、それぞれの関係

性に配慮する観点も必要であるとの認識を追加しております。各利用

区分の基本方向については、全国計画の方向を踏まえつつ、修正・追

加を行っています。例えば２０ページを御覧ください （２）の森林。

については、森林吸収源対策としての役割と森林資源の循環利用につ

いて （６）住宅地については、耐震性や環境性能を含めた住宅スト、

ックの質の向上と、住宅地としての安全性の向上について記述を改め

。、 （ ） 、ております ２２ページにいきますと ９ 公共施設等にあっても

低未利用地の再生利用や街なか立地への配慮、などについて見直しし

ております （１１）低未利用地の有効利用に関しては、新たに追加。

しております。

２４ページをお願いいたします。第３の利用目的区分の規模の目標

及びその地域別の概要については、計画フレームとして、計画年次で

あったり、目標年次における利用区分別の面積等について記載してい

。 、 、 、ます ２４ページは全県を捉えた分 ２６ページからは県北 県中央

県南の３地域に分けてそれぞれ記述を改めております。

３０ページをお願いいたします。第４はこれまでの基本方針、それ

から将来に向かっての目標面積など、これらを達成するために必要な

措置の概要をまとめる部分になってございます。

２の国土利用計画法の適切な運用については、前段部分は同じです

が、国土利用計画法で定める体系の中で市町村計画は策定することが

できるとなっております。これとより効果的に連携し、各市町村計画

の細かな内容を集約し、県計画の見直しなどに反映させるといった体

系の重要性を踏まえ、地域の特色ある取組事例等の情報の収集・共有

を図りながら、市町村計画の策定を促進することを追加しています。

３の県土の保全と安全性の確保につきましては、森林の保全管理に

関し、諸計画と表現を調整のうえ、修正を行いました。また （３）、

に減災の考え方の一つとして、危険地帯の情報の周知、例えば、具体

的に危険箇所を知らせる看板や、ハザードマップのような周知方法と

様々あるとは思いますが、それらを含めた表現として追加しました。

３２ページをお願いいたします。４の環境の保全と美しい県土の形

成につきましては、地球環境保全に向けた取り組みの推進、循環型社

、 、（ ） 、（ ）会の構築 自然の再生や創出 ５ では八郎湖等湖沼の水質保全 ６

では景観の形成などについて、表現を改め、または内容を追加してお

ります。

５の土地利用転換の適正化からそれ以降の記述につきましても、こ

、 。れまで説明をいたしました内容に従いまして 記述を改めております
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本日配布いたしましたその他資料の資料につきまして、恐縮ですが

概要のみ説明させていただきます。資料１の改定素案は、資料２の対

照表と同じ内容となっております。資料４は、利用区分別面積の算定

や推移に関する資料で、面積数値等の基礎資料でありますけれども、

めくっていただき１ページからは各利用区分の定義等、８ページは、

秋田県国土利用計画のこれまでの利用区分別面積目標と現況の推移、

１０ページには全国計画の面積目標と現況の推移、１２ページからは

現行計画期間の現況面積の推移に関する調査結果を、３２ページから

は、第四次改定素案に示した目標年次における目標面積の算定の考え

方に関する資料を掲載しております。

以上で、概略でありますが改定素案の説明を終わります。

、 。 、議長 はい ありがとうございます ここから討議にはいりますけれども

ちょっと私なりに整理します。よろしいですか。今、佐藤主査さんが

いわれた部分ですけれど、資料３の１４ページを見てください。ここ

の右下の新計画というところですけれど、ここでいっているのは要す

るに県土利用の基本方針は３つありまして、１つは県土利用の質的向

上、２番目は県土の有効利用と土地需要の量的調整、それから３番目

。 。は県土利用の総合的なマネジメント この３つを挙げているわけです

そこで討議をするために、ここを参考にしながら資料２を見てくださ

い。旧と新の案が出てますのでここから最初に入っていきます。よろ

しいですか。まず１２ページの改定案の文章、県土利用の基本方針、

この中に先ほどいった県土利用の質的向上、県土の有効利用と土地需

要の量的調整、県土利用の総合的なマネジメントのことを書いている

のですが、この文章に関して何かご意見とかご質問があれば。まず、

１２ページの最初の基本方針のところです。何でも結構です、表現と

か言葉づかいなど。

議長 ここの文章の中で、カギ括弧が出てくるのですが、このカギ括弧は

どういう意味なのですか。

事務局（佐藤） カギ括弧は強調したい部分などの表現に使っております。

宍戸委員 基本方針の上から４行目なんですが、線は引いていない部分なんで

すけれど、健康で文化的な生活環境の確保と県土の均衡ある発展を図

ることを・・・、という表現になっております。県土の均衡ある発展

についてなんですが、先ほどご説明があったとおり、関係の法律がい

ろいろ変わってきた中で、総合開発計画に関わる法律ですね、あれも
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変わりまして、これまでの全総の精神だった国土の均衡ある発展とい

う考え方が、特色ある発展という風な方向に変わって、私なりに具体

的に考えると、どこで生活をしても同じような利便性だとか文化性だ

とかが享受できるような生活という考え方で進んできたものが、それ

ぞれの地域地域の特色を生かした国土づくりといいますか、そういっ

た方向に移行するような考え方が、国の中では出てきてると思うわけ

ですね。それが今いろいろいわれている格差の拡大などに、私はつな

がっているのではないかと思うわけです。県のこれまでの長期計画の

精神も県土の均衡ある発展ということを謳ってきたわけなんですが、

この計画そのものがかなり広い範囲をカバーしていて具体的でない

分、何となくわかったようでわからないと。それでは具体的に考える

とどうなのかなということでですね。ちょっと長くなりますが、農地

の利用についても、森林の活用についても、計画には確かに指摘があ

るわけなんですけれど、実際のところ耕作放棄地が広がってきたり、

森林が荒れる一方でなかなか利用されないといったところがございま

す。それでですね、現実との乖離というか、計画に謳うのはいいんで

すけれど、そういったことを全体として、元に戻りますけれど県土の

均衡ある発展ということを謳うからには、これらをどのように考えれ

。 、 、ばいいのかと うまく表現できないのですが 秋田県全体をどこでも

例えば県北、県南、中央、どこの都市、どこの農村部、山間部でも皆

同じような考え方で県土利用というか、維持管理も含めて、そういっ

たことを基本的な考え方として進めていくということですか。簡単に

言うと、秋田県は狭いようでかなり広いわけで、それぞれその地域地

域の特色というか、そこの地域の歴史やら現状を踏まえた上でそれぞ

れの特色があって、それをこういった総合計画として一括りにすると

いうのは、かなりはじめから難しいと思うんですが、そこの考え方な

んです。

事務局（佐藤） 今ご指摘いただきました点についてでありますが、ここの基本方針

の前段に示しておりますのは、どの計画においても使われる表現であ

ろうかと思います。最初の方でお話のありました、国土形成計画の全

国計画の検討及び地域版の広域地方計画の策定準備が進められようと

している中では、特色ある地域ということがいわれております。国土

の利用という部分に関しましては、その利用の仕方あるいは利用する

にあたっての仕組み作り、それらは各地域の特色を生かしていかなけ

ればならないだろうと、それぞれの諸事情が違うだろうと思っており

ます。ただ、そうした手法が違いましても、結果として均衡ある発展

をめざすことができるように、県としてできることあるいは推進する
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こと、それを具体的な個別の農業や林業、道路の計画もあるでしょう

し、そういった計画と調整を図りながら進めるよう国土利用計画で

もってリードしていくというのが、一番理想なのかなと思っておりま

す。そうした意味では、この表現は今のところ抜けないものと認識し

ております。

議長 はい。何かこれに対してご意見ありましたら。

高久委員 文章としてはこうならざるを得ないのではないかなと思います。こ

の審議会の審議から逸脱するかもしれませんけれども、例えば秋田県

は何で生きていくのか。１次産業、２次産業、３次産業、今は４次産

業というのもありますけれども。県土を利用するあるいは発展させて

いくという場合に、北東北３県とか道州制などの議論もあるわけです

が、まだそこまでは至っておらないし、それらの前提として秋田県は

何で生きていくのか。大変難しい。これは知事さんが考えることかも

しれませんが。そういう大前提のようなものがないと、いろいろな判

断ができないのではないか。ただ、これをおそらく書くわけにはいか

ないのではないか。なので、文章表現というのは難しいということだ

。 、 、ろうと思います したがって 文章としてはこれがベターなのかなと

いろいろ悩んでおります。いろいろな審議会がありますけれども、な

かなかすっきりしたものを書けないという、県としての立場というも

のもあると思います。これから踏み込んだ形で、例えば農地の利用に

、 、関するいろいろなことがありますけれども 私たちの町もそうですし

大曲もそうですし、能代もそうですが、いわゆる農振解除ということ

で、各町の発展ということも関わってきます。農振解除によって大型

店舗がくるわけですが、それによる影響というのは非常に大きいのか

と思います。県として、一つの方向として、そういうものを規制する

のか規制しないのか、ということをここでは話をする問題ではありま

せんが、将来的にどういう方法で県土を守っていくのかという、そこ

。 、まで踏み込んでいくのかということが見えない感じがします しかし

、 。基本方針については このような文章になるのではないかと思います

非常に悩みます。

議長 はい、ありがとうございます。

井上委員 先ほどの宍戸委員の意見に関連してこういう風に感じたんですけれ

ど、１の基本方針として先程来の県土の均衡ある発展を謳って、それ

に続いて２番、１６ページですが、ここで地域類型別の県土利用の基
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本方向として、都市、農山漁村、自然維持地域と、この３つがそれぞ

れ説明されているわけですけれども、均衡ある発展をするために関連

してそれぞれが独立しているものではない、そう受けとったんです。

農山漁村の方は、農地が荒廃してくればやっぱり自然維持地域と同じ

ように生態系が乱れますよね。そういうことがうまくいっていると、

持続可能な農山漁村となっていくのかな、と思いました。

議長 はい、ありがとうございます。あと他にございませんか、この件に

関して。

私もちょっと話してもいいですか。宍戸委員がいわれた、健康で文

化的な生活環境の確保と県土の均衡ある発展というのを、県土の特色

ある発展としてはまずいものでしょうか。

宍戸委員 これは均衡ある発展の均衡を、特色あるに代えた方がいいというわ

けではないんですよ。そこまで言い切る自信はないんですけれど。例

えば県北に住んでいる人たちが、なんか県北の方は県南に比べて秋田

弁でいうと「ちょっときゃねぐされでる（軽く見られている 」とい）

うような印象を持ってもいけないし、秋田市周辺に集中投資をして、

秋田市周辺の生活環境を高めていくということでやってもいけない

し、と思うんですね。単純に均衡を図っていくということはまずいか

なと。しかし、それぞれの力を入れるポイントを定めてそれでやって

、 。いくというのもいけないし どうしたらいいのかなと考えたわけです

事務局（七尾） よろしいでしょうか。ただいまの部分でございますけれども、それ

ぞれがごもっともなご意見で、なるほどなとは思いましたけれども、

ここの部分としましては、県土の均衡ある発展という言葉はまずこの

ままにさせていただきまして、しかしながら、ご意見の趣旨が私とし

ても理解できてきまして、これをさらにこの文章という部分で理解し

ようとしますと、１行前のアンダーラインのところからゆっくり読み

ますと満たされるのではないかと。つまり、自然環境の保全を図りつ

、 、 、 、 、 、つ 地域の 地域というのは全県 県北 中央 県南もですけれども

地域の自然的、社会的、経済的及び文化的条件に配意して、つまりそ

れを考えながらということでありますので、そしてさらに現行計画か

らありました均衡ある発展と、いずれも大事な要素でありますので、

もう一度総合的に考えていただけないものでしょうかと考えておりま

す。
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議長 はい。女性の委員の方、どなたかご意見ありませんか。鈴木委員ど

うですか。

。 、 、 、 、鈴木委員 はい 特別はないのですが 後段の方で また から始まる部分で

、 、長期にわたる内外の潮流変化を展望し 豊かな生活や活力ある・・・

最後にきて持続可能な県土管理を行うこと、持続可能な県土管理を大

きな方針にしておるわけですけれど、ここで言っている長期にわたる

内外の潮流変化を展望し、というところを突き詰めて言うとどういう

ことでしょうか。教えていただければ。その後にくる言葉の全てを網

羅して基本方針なので、何があってもいいぞということを網羅して書

いていると思うのですが、ここで前提でいっている長期にわたる内外

の潮流変化を展望し、ということについて教えてください。

議長 事務局からお願いします。

事務局（佐藤） はい。意図するところといたしましては、計画の最後の部分にも関

係してくるのですが、国土利用計画は長期計画ということで、スパン

としては１０年間を見据えた計画と設定しているのですが、その期間

だけでいいということではなくて、もっと長期的な変化を見ながら、

それを踏まえながらその中の１０年間というとらえ方も必要ですし、

逆に社会的変化が著しい中で、１０年たたないうちに条件がどんどん

変わってきて、この計画の内容等が変わるという可能性があるのかな

と思います。そうした潮流変化を踏まえながら、内容の見直しを図る

ことも含めてこの文章を入れております。

鈴木委員 長いスパンで考えながらも、なおかつ、そのときそのときで予想し

たこと以外のことが起こることも考えると言うことですね。

事務局（佐藤） それで 計画の最後にこれまで盛り込んでおらなかった 計画を作っ、 、

てからの進行管理、計画の点検あるいは見直しも視野にいれてという

部分を付け加えておりますので、ご覧いただければと思います。

議長 それでは、時間もないので次の項目に進ませてもらいます。

、 。１４ページの県土利用の質的向上の観点の中で 意見をお願いします

議長 減災という言葉はあるのですね。かなり通用している言葉なのです

か。
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事務局（佐藤） はい、今は幅広く使われている言葉だと、私の方では認識しており

ます。

石山委員 防災と減災について、よくわからないんですが。大体同じようなこ

とに考えられるのですが。

中山部長 防災と減災の、減災という言葉にだいぶ皆様方、ご興味がありそう

な感じですので説明させていただきますと、今まではもっぱら防災と

申しておりました。災害を防ぐ、それから起こった後でそれにどう対

応するかが主の目的の防災でございました。しかしながら、最近は異

常気象等もございまして、スポット的、局部的な災害もございます。

特に災害が起きる前に、予防保全的に、ある程度１００％のお金をか

ける前に、部分的に１０％位である程度予防保全として、あらかじめ

ある程度の手当をして、災害を極力少なくしましょうという発想に変

わってきてございます。減災というのはまさにそれでございまして、

災害を未然にあらかじめ防ぐのではなくて、少なくするために手当を

今からしましょうと、そういうことで災害を減らすという意味の減災

という言葉を使わせていただいております。現実、秋田県で９月１７

日から県北部を中心に大雨による水害がございまして、昭和５８年以

来２４年ぶりに災害救助法が適用されたわけなんですが、災害救助法

そのものは昭和５８年は地震によるものでございました。大雨で災害

救助法が出たのは、ちょうど５０年前、半世紀前でございます。秋田

県は他の県に比べて自然災害が少ない県であるところが優れていると

ころでございますが、その関係で実を申しますと、川の整備が若干遅

れている部分がございました。逆の面からいいますと、維持管理的に

も若干その辺がおろそかになってございました。このままではという

ことで、１２月あるいは来年以降につきましては、川の中にたまった

土砂や砂利を、筋洗いといいますか、断面を拡幅しまして、そういう

支障物をなくしましょうと。その手当を減災対応、災害を少なくする

ための対応にしましょうという発想なり、考え方でこれから進めてい

こうと考えております。これにつきましては、全国的に減災という言

葉が使われるようになってきましたので、これから皆様方もそのイ

メージで考えていただければよろしいかと思いますので、ＰＲも兼ね

てご説明させていただきました。以上でございます。

議長 部長さん、ありがとうございました。大変よくわかりました。

この県土利用の質的向上について、他に何かございますか。なければ

次に進めたいと思いますがよろしいですか。
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では、次の県土の有効利用と土地需要の量的調整の中で、何かあり

ましたら、遠慮なくどうぞ。

井上委員 イの最後のところ、あわせて耕作放棄地等の発生の防止と適正な利

用に努めるとあるのですけれども、耕作放棄地をつくるのは農家の方

々なんですけれども、例えば、耕作放棄地等への対応とかですね、そ

ういう風になるのではないでしょうか。

議長 耕作放棄地等の発生の防止への適正な対応とか。

井上委員 防止のためのとかですね。

議長 文章がおかしいということですが。どうですか。

事務局（佐藤） その部分については、訂正を検討いたします。

議長 訂正を検討するとのことです。他にありませんか。

それでは次にいきます。１６ページの（３）県土利用の総合的なマ

ネジメントの部分ですが、これはあるんじゃないですか。どなたかど

うぞ。

宍戸委員 ３行目なんですが、都市的土地利用と自然的土地利用、その後で適

正な配置と組合せにより調和ある土地利用を進めるとありますが、具

体的にどういうことをイメージすればいいんでしょうか。

事務局（佐藤） この部分の表現は、全国計画との整合性を図るため入れた文章なの

ですが、イメージということでいいますと、特に市町村合併によりま

して一部都市的な土地利用、旧町村の市街地だった区域が、新しい市

町村で見た場合、そのままの使い方でいいのかという検討もあろうか

と思います。それから中間的に位置する、農山漁村なども自然的土地

利用という中に含まれておりまして、それらをどのように配置してい

けばよいのか、今のままでいい場合もありますし、新たに再度組み合

わせを考えていかなければいけない場合もあるかと思いますので、そ

れらをもう一度再考するということをイメージして入れている部分で

ございます。市町村合併を意識した部分ではあります。

、 、 、宍戸委員 配置とありますが 配置をする主体というのは 土地の所有者とか

県とか、該当する市町村とか、どこになりますか。
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事務局（佐藤） 配置といいますのは、例えば都市計画区域とか農業振興地域などの

計画による区域指定というものがありますが、それらの適正な配置を

イメージしておりますので、県及び市町村をその主体として考えてお

ります。

石山委員 余計なことを言うと思いますけど、大変立派な文章で、私はこの文

章を読むだけで精一杯なんですけれど、ただ、旧の計画を見ますと、

そちらの方が私にとってはわかりやすいんですね。いっぱい文章があ

るだけに、例えば後ろから２行目の県内で生産されたものを県内で消

費する地産地消の推進はわかりますけど、緑化活動への募金等まで書

くものかなと思ったんですよね。そこらへん書くべきことなのでしょ

うか。皆さんどうお思いになりますか。

議長 ここでマネジメントという新しい言葉がでてきていますからね。そ

のへんどうですか。

木村委員 新しい文言がでてきていますから。私はこれは、非常にいい文章だ

と思っていて、特に後段の方がいわゆる土地利用だけでなくて、間接

的にという部分が非常にいいなと思います。どうしても国土利用なん

ていうと土地、要するにハードの部分だけに行きがちなのが、この文

章はソフトの部分も間接的にはそうなるんだよというような表現なの

で、私としては非常に好きな文章です。

議長 ここはちょっと新しい考え方がはいってきてますので。

石山委員 私の考え方が古かったんですね。

木村委員 そうじゃなくて、県土利用をマネジメントとするという、旧にはな

いものを引っ張ってきたということだから。

石山委員 はい、わかりました。

議長 それでは次に行きます。１６ページの都市とか１８ページの農山漁

村、自然維持地域、ここら辺でなにか文章でおやっと思ったりしたと

ころはありますか。

高久委員 文章ではこうなると思いますが、いわゆる４ｈａ、２０ｈａの大規

模農業に転換していかなければならず、転換できない農家は、あるい

は農地を放棄する可能性があります。そういうものを十分に配慮した
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形で、文章を作らなければいけない、そういう風に思いますがいかが

ですか。そこら辺はどうですか。

事務局（佐藤） 今言われたような、特に農地の担い手への集積だとかといわれてい

る中で、それをどちらの方向へ持っていくのかという形で、この国土

利用計画の中に土地の基本的な考え方を明確には書けていないと思っ

ております。１８ページにあります農山漁村について、あるいは次の

項目にあります農用地について基本的な考え方をまとめている部分が

それにあたると思うのですが、一応全国的な傾向としてできるだけ新

しい管理主体の形成あるいは地域の組織的な活動、そうした方向へま

とめざるを得ないですし、まとめていると考えております。

高久委員 難しいですね。わかりました。

議長 ありがとうございます。ここのところはいいですか。そうすれば最

後です。１８ページから２２ページまで、利用区分別の基本的方向に

ついて、何かありましたら。これを最後にします。

木村委員 これはどこにあてはまるのかわからないんですが、ここでは農地と

か森林とか宅地とか分けているんですけれども、農業はいわゆる農村

と言うくらいで農地の中に家がある、それで農業を営んでいる集落が

あるという考え方でいくと、今、特に山村の方で限界集落とかってあ

るわけですよ。向こう何年後にはあと誰もいなくなる。それと、もう

少しでそうなるという準限界集落なんていう言葉もある。ですから、

集落という言葉をどこかに入れられないものかなと。農地とかはある

んだけれども。村というか、農山漁村というのもありますが。自分で

もわからないんですが 農業者の側からいくとその村 地域がなくなっ、 、

てしまうという部分がだいぶ出てくるんですよ。今の予想だと。特に

山村の方が。もう６０歳以上ばっかりしかいなくて、平均余命からい

くともう十数年後にはなくなりますよという集落が。若者がいない。

そういうものを国土利用にからめるのはいかがなものかと思われるか

もしれませんが、なんか入れられないものかと。均衡ある発展なんて

さっきから言ってるものだから。ちょっと難しいかもしれないです。

自分でもどこに入れたらいいかはわからない。限界集落というのは非

常に暗い言葉ですし。

事務局（佐藤） すいませんが資料の３をご覧いただきたいと思います。２２ページ

をお願いいたします。直接的に限界集落という形で、県あるいは一般
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の統計値は具体には出ておりませんので、農林業センサスの中で集落

調査というのがございまして、それがどれくらい減少してきているの

かという状況を踏まえた上で、それも農山漁村における実情という前

提のもと、農山漁村というか集落という考え方を一部入れ込んでいか

なければならないだろうという考えは持っておりました。ただ、具体

的に限界集落という言葉が、ある程度定着するのも変なのですが、報

道などでも使われておりますので、関心はあるだろうと思うんですけ

れども、どこの集落がどの程度となるということはなかなか記述でき

ないのかなと思っております。

木村委員 限界とつけなくとも集落とするとかね。

事務局（佐藤） はい。表現については、事務局で検討させていただきます。

議長 はい。あと何かありますか。なければこれで終了しますがよろしい

ですか。限界集落で話がおしまいというのもなんですが。

鈴木課長 限界集落の限界というのは、入れ込むとなかなか難しくなりますの

で、どうかご了解ください。

中山部長 実際住んでいらっしゃる方もおりますので、なかなかその辺までは

踏み込めないと思います。

議長 それではこの辺で審議を終了します。本日各委員よりいただいた意

見を踏まえながらさらに改定作業を進めていくよう、事務局にはお願

いします。それでは次の議題に進みます （３）国土利用計画改定に。

関する経緯と今後の予定について、事務局より説明してください。

事務局（七尾） それでは概略をご紹介します。経緯と予定でございます。資料は６

をお願いします。１枚ものの裏表になっております。資料の表側の方

は、平成１６年度から１８年度にかけましては、主に準備ということ

で基礎調査などを行ってまいりました。※印がついておりますのは、

国とのやりとりがあった項目でございます。そして１９年度ですが、

６月２８日、国土利用計画改定推進担当者会議ということで県庁内の

会議を開催しております。裏面にまいりまして、７月以降は特別委員

会の１回目、そしてこれまた県庁内の会議でございますが、９月２５

日秋田県土地利用調整委員会、そして２回目の特別委員会などを経ま

して今に至っております。さらに中間に書かれておりますのは、国や
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市町村などと意見交換を行っていることを紹介しております。これも

同時並行的に今行っております。

今後の予定でございますけれども、中程に平成１９年中頃、国土利

用計画（全国計画）閣議決定・公表と書いておりますけれども、また

後で申し上げますが、まだなされておりません。そして、１１月から

１２月に関係省庁との意見調整等を経まして、予定では２回目の国土

利用計画審議会を１２月下旬に開催いたしまして、いわゆる素案の決

定をお願いしたいと思っております。そして今度は市町村長へ素案を

もとにして意見を聞くとともに、パブリックコメントと申しまして、

県民の意見も聞く機会を設けます。これらを経まして２月の上旬に３

回目のこの審議会を開催し、さらに引き続き県議会の方に提案をいた

しまして、議決をいただいて決定、そして公表したいと考えておりま

す。考えておりますけれども、一つだけ気がかりがございまして、今

後の予定の１行目でお話ししましたが １９年中頃の国土利用計画 全、 （

国計画）の閣議決定というものが今日現在まだなされておりませんの

で、これの動向を見極めながら進める必要がございます。全国計画を

基本にして県計画を作りなさいということになっておりますので、こ

の動向を見極めてまいります。従いまして、今お話申し上げました今

後の予定につきましては、いささか変更もあるかもしれないと。つま

り流動性があるということをお話ししながらご紹介申し上げました。

以上であります。

議長 はい、ありがとうございました。ただいまの説明につきまして何か

ご意見、ご質問がありましたらお願いします。ないですね。

（はい、の声）

。 、議長 それでは次に進みます 次第ではその他となっておりますけれども

事務局より何かございますか。

事務局（七尾） ありません。

議長 それでは、委員の皆さんからこの機会に確認することなどありまし

たらお願いします。

高久委員 場違いな話かもしれませんが、今現実に大曲にイオンが建ちます。

６万平方のお店ができる。それから能代は約４万平方近いイオンがで

きる。湯沢には２万平方ちょっとのお店ができる。で、これはすべて
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農地、能代の場合は工業区域が５０％以上というのはありますけれど

。 、 。も そういうわけで 駆け込みで無制限に大きいお店ができてきます

来年の４月には大曲にできます。それから湯沢も４月にできます。能

代は今まだ未定ですけれども。そういう状況で、県土を守る、あるい

は、消費者さんとの問題もありますけれども、県内の経済を守るため

の国土利用について、何か県として、知事さんにも一生懸命取り組ん

でいただいてますけれども、規制するあるいは枠をはめるような方策

を是非考えていただきたいなと思います。これは審議会とは直接関係

はないんですけれども 国土 県土利用の会議でありますので ちょっ、 、 、

と場違いかもしれませんが、今後の方向としてそういうことをお願い

できればと考えています。

私は、商工会議所の立場ですから、何で秋田県は生きていけばよい

のだろうということをお話申し上げますが、今、北上は約１２万です

、 。 、 、か 人口が 昼間人口が４０万という風に言われておりまして 東芝

ＴＤＫあるいはトヨタ関連の企業がきていろいろ活性化しているわけ

ですけれども、日本海沿岸道路はじめだいぶ整備されてきましたが、

秋田県と隣県との道路アクセスが完全でないために、これも国土利用

でありますが、経済、流通、物流がうまくいかないという状況にござ

いますし、この県土を利用して秋田県を発展させるために、いろんな

点でこの県土の利用方法というのは重要になってくるのではないか

と。県南の端っこで、山形ともまだ新幹線も結んでいない状況の中で

考えておりまして。いわゆる北上のような企業誘致をするにしても、

言われますのはいわゆる技術集積、そういうものが秋田県には人材的

にないと。だから引っ張ってこれない。そうすると有効な国土、県土

の利用ができない。そのような状況でいろんなことをかみ合わせなが

ら、国土、県土の利用について、県行政の方でもお考えいただければ

ありがたいと思いまして。大変場違いなところで、場違いなお願いで

ありますけれども、一つお願いを申し上げたいなと思います。よろし

くお願いいたします。

議長 はい、ありがとうございました 。それでは以上をもちまして本日。

用意された議題に関する議事を終了します。ご協力ありがとうござい

ました。

、 、 。司会 委員の皆様には ご多忙の折 ご審議誠にありがとうございました

本日頂戴しました貴重なご意見を踏まえまして、改定計画をさらに整

理してまいりたいと思います。なお、先ほど説明したように、今年度

内に予定としてはもう２回ほどご迷惑をかけることになっております
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ので、ひとつよろしくお願いしたいと思います。

以上をもちまして、本日の審議会を閉会いたします。本当にありが

とうございました。


